
フィンランド国内唯一の本格的日本食材店「東京館」を日本食材店がなかっ
た1980年代から30年以上にわたってヘルシンキに構え、当地における日本
食・食文化普及の第一人者かつ中心的人物として活動を続けている。同氏は
「東京館」における販売の傍ら、国会議員やフィンランド人シェフなどを対象
に日本食セミナーを開催。また、メディアや著名なシェフなどを通じ日本食・
食文化の紹介・普及活動に尽力してきた。長年にわたる同氏の活動が近年大き
く実を結び、フィンランド人による多数の日本食に関する本が出版されるな
ど、日本食ブームが巻き起こっている。

2018年には「日本食普及の親善大使」に任命される。
近年は、日本食材を届ける卸業者としても活躍の場を広げ、国内最大手小売

グループとの関係構築、日本食材への理解促進を果たし、フィンランド各都市
の大型小売店舗等35店舗以上が日本産農水産物等の販売に踏み切り、日本の精
米の輸入量を2017年のわずか2トンから、2020年には188トンへと導いた。
また、大型小売店と協力し日本フェアを開催するなど更なる日本産農水産物・
食品の理解、普及促進活動を行っている。

＜冨田 憲男（とみだ のりお）＞

国、地域：フィンランド
年 齢 ：71歳
現 職 ：

○ フィンランドにおける日本食・日本産食品の普及に貢献
・1980年代より、フィンランド国内唯一の日本食材店「東京館」を経営。
・近年は広くフィンランド人に日本食材を届けられるよう卸業者としても活躍
の場を広げる。

「東京館」経営者
「旭日双光章」受賞
日本食普及の親善大使
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